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グルーピングによる情報構造化手法の提案
The proposal of a information organization by grouping
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In this paper, we propose a novel bookmark system, called Comame, which enables a information organization
by grouping. Comame groups only the web pages which use currently. This grouping can describe the relation of
web pages based on the context at the web browsing.

1. はじめに

ブックマークしたウェブページの再利用は，閲覧できる情報
の増加とともにますます重要な課題になっている．再利用性を
高めるにはなんらかの情報構造化が必要だが，一般的なブック
マーク管理である階層構造による構造化はどの階層にウェブ
ページが当てはまるのかを考える必要があり整理する対象が増
えると急激に難しくなる．ソーシャルブックマークの普及とと
もに利用されつつあるタグはウェブページを複数の視点で分類
可能な反面，多義語，同義語などの表記揺れを避けたり，内容
の抽象度を合わせたりすることが必要ある．それら注意点を考
慮しつつタグ付けをする必要があり，またウェブページを表す
適切なタグをすぐ思いつくとは限らない．そしてこれら手法は
過去の分類方針に基づいて行う必要があり，これを正しく継続
するのは容易ではなくブックマークする気軽さを損なわせてい
る．さらに現在どのような情報要求に基づいて情報探索してい
るのかというコンテクストが存在するが，このコンテクストと
分類方針が必ずしも一致するとは限らないため，コンテクスト
に基づく情報構造化を妨げている．
次に，ユーザ自身が構造化しなくてもウェブページの内容や

閲覧状況を記録し，それをもとに情報を提示する手法も多く提
案されている [Hijikata 04]．しかし，ウェブページの内容や同
時に閲覧していたという時間情報では内容が大きく異なる同じ
目的で利用していたウェブページや複数のタスクを同時におこ
なっている場合など利用方法によっては正しく構造化すること
ができない．ウェブでの検索行為のモデルの一つ，べーリー摘
みモデル (berry picking model)[Wright 06] は情報探索過程
において自分に必要な情報を一度に探すのではなく，取得した
情報に影響を受け情報要求を変化させながら探索を行っている
ことを示している．従って，ユーザ自身がグルーピングを行え
るようにすることが重要であり，この行為を適切に行える環境
が必要となる．
そこで，本研究では階層構造のように高度な分類ではなく，

またタグのように言語に頼らないグルーピングという構造化
手法を提案する．我々が提案するグルーピングは，過去の分類
基準を意識させず，現在利用しているウェブページのなかのみ
でグルーピングさせることで，ウェブページ間の関係性を明示
化し，現在どのような情報要求に基づいて情報探索している
のかというコンテクストを表現する．このコンテクスト情報
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を保存することで，過去にどういう情報要求に基づいて情報
を探していたのか，またその情報要求を満たすウェブページ集
合はどういったものがあるのかを探し出すことができる．こ
のグルーピングを最適に行うことができるComame(COntext

MArking Metadata Editor) を試作した．Comame は直接操
作によって作業空間上にウェブページを自由に配置することで
ブックマークと同時にウェブページ同士のグループ化を行い，
また，選択したウェブページが含まれる過去に作成したグルー
プを提示する．これら機能によって情報の再利用性を高めるこ
とができる．

2. Comame

ベリー摘みモデルが示すようにユーザは自分の興味を変化
させながら情報探索を行う．このとき，ユーザ自身がどのよう
な情報要求に基づいて情報を探索しているのか把握していると
は限らない．このような状況のなかではブックマーク時に構造
化の作業を適切に行わせることは難しい．そこで Comameで
は作業空間を用意し現在利用している複数のウェブページを俯
瞰し，ページ間の関係性を把握し易くさせた上でグルーピング
できるようになっている．これによってユーザは蓄積されてい
く作業空間上のページを見ながら柔軟に分類し情報要求を明
確にしていくことができる．作業空間上でのグルーピングは，
意味付与 (sense making) の研究 [Wright 06]においてよく利
用されている手段であり，我々は情報探索過程における情報要
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選択または検索されたウェブページが含まれるグループはタイムライン上とスライダー上でハイライトされる．
図 3: グループの提示

求の明確化にも利用できると考えた．
グループ化の視覚効果にBubble Clusters[Watanabe 07] を

利用し，グループの結合，分離が柔軟に行えるようにした．サ
ムネイル同士を近づけることでグループ化することができる
(図 2 参照)．また，サムネイルはブラウザでページが閉じられ
ると作業空間から消えるようになっているが，まだ開いている
ウェブページとグループ化されている場合は消えない．これに
より，現在利用しているウェブページのみが作業空間上に反映
されている．現在利用しているウェブページのみを対象にした
分類を行うことで過去の分類基準を意識せずに現在の情報要求
に基づく分類が行える．消えたサムネイルは作業空間の背景に
タイムライン形式で表示され，必要になった場合ここから再び
作業空間へ配置することができる．
選択したウェブページが過去につくったグループに含まれて

いると，そのグループが提示されるようになっている (図 3参
照)．これにより現在見ているページがいつ利用されたのか，ま
た所属しているグループをみることで，どういうコンテクスト
のときに利用したのかを知ることができ，過去に利用したウェ
ブページを効果的に再利用することができる．Comameが行っ
ているグループによる構造化は直接目的のウェブページを探し
出すには，時間軸とキーワード検索による探索しかないが，グ
ルーピングしていることで，入力したキーワードが目的のウェ
ブページに存在しなくても，グループしている他のウェブペー
ジに存在していれば検索することができる．作成される多くの
グループから目的のウェブページを効率良く探すために，タイ
ムライン上に該当箇所がハイライトされる LensBar[Masui 98]

を実装している．過去に利用したウェブページを探す上でいつ
利用したのかがわかるようにすることは重要である．Comame

のグルーピングの特性上，複数のグループに同じページが含ま
れるため，単純に検索しただけでは，同じような複数のグルー
プが提示され，目的のグループがどれなのかを判別しにくくな
る．LensBar を実装したことで検索結果とともに時間軸を視
覚的に認識でき，目的のグループを容易に得ることができる．

Comameは Firefoxのプラグインとして実装した．利用時
にはウェブページにオーバーレイするかたちで表示される．プ
ラグインの開発は，ブラウザの制御部分に Javascript，XUL，
グルーピングの作業画面には Flash(ActionScript)利用した．

3. まとめ

本研究では，情報の再利用性を高めるため閲覧中のウェブ
ページをグルーピングによって構造化することを提案し，こ

れを実現するシステム Coame を試作した．Comame は作業
空間上にウェブページを自由に配置することでブックマークと
同時にウェブページ同士のグループ化を行う．これにより，現
在の情報要求というコンテクストを反映した分類が可能になっ
た．コンテクストを反映したグループを蓄積することで，検索
に該当するウェブページだけでなく，同じコンテクストで利用
した他のウェブページを見つけることができ，有効に情報を再
利用することができた．
コンテクストに基づくウェブページの集合を蓄積していく

と，タグや階層構造による分類とは異なるページ間の関係を
示す構造を得られると考えている．この構造を調べていくこ
とで利用目的を反映したウェブページの特性を知ることができ
るのではと考えている．今後 Comameによってブックマーク
されたウェブページのネットワーク分析をおこない，他の構造
化手法によって作成されたネットワークとの違いを調べていき
たい．
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